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要旨
近年､ 奄美大島における遺跡の発掘調査で､ 6世紀から8世紀の島の人々が､ ヤコウガイ
を大量に採取していたことがわかってきた｡ こうした遺跡をヤコウガイ大量出土遺跡とよ
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フワガネク遺跡､ 用見崎遺跡､ 安良川遺跡
１. はじめに
ヤコウガイ [夜光貝     (     )                     ] は､ サザ
エに似た形の径18㎝前後の大型巻貝である｡ 種子島以南の暖かい海にすみ､





８世紀 (兼久式期) の遺跡のことで､ 奄美大島北部の笠利半島で多くみつかっ
ている｡ これまでに笠利町マツノト遺跡で1228個､ 用見崎遺跡で232個､ 安
良川遺跡で617個のヤコウガイが確認されている｡
特定の時期に､ これほど多くのヤコウガイが採られたのはなぜなのか｡ 奄
美人が貝製の容器 (匙形) を大量に製作し本土に輸出していたから (高梨
2000)､ あるいは､ 螺鈿素材として中国 (唐) に貝殻を提供していたから
























































別に計測した (図１)｡ 貝殻が破片の場合､ １個体と認識できる破片につい
ては部位を特定して計測し (セ計測値と仮称)､ 現生の貝殻データをもとに
この部位から殻径(３)を復元する直線回帰式を求め､ これによって本来の大き










































の関係を求めた (図３)｡  2は0 934で､ あった (現生貝係数と仮称)｡
一方､ 前回計測の対象とした奄美大島の３遺跡 (マツノト遺跡､ 用見崎遺
跡､ 安良川遺跡) ならびに奄美大島フワガネク遺跡(10)出土のヤコウガイのう
ち､ 完全な形をのこすものを対象に､ セ計測値と殻径をもとめ､ 同様にその
















































































































果で､  2は0 980である｡ 二つの係数を比較すると (図７)､ 全体に出土貝係
数による復元が計測値に近いが､ 大型貝のピークを復元できていない｡
用見崎遺跡をみよう｡ 図８が出土貝97個による計測結果で､  2は0 831で
ある｡ 二つの係数を比較すると (図９)､ どちらの係数による復元でも､ ピー
クを正しく復元できていない｡ ただ全体的にみると計測値により近いのは､
出土貝係数による復元である｡
安良川遺跡では､ 101個について係数を求めた (図10)｡  2は0 786である｡
二つの係数を比較すると (図11)､ どちらの係数による復元でも､ ピークを
正しく復元できていないが､ 出土貝係数によるものが明らかに計測値に近い
復元をしている｡
以上から､ 出土貝係数を用いた方が､ 現生貝係数を使うより､ より高い精
度で殻径を復元できることがわかった｡ しかし出土貝係数が必ずピークを正
しく復元しているとは限らない｡ 図５､ ７､ ９､ 11で確認した復元の誤差に
注意しつつ､ 遺跡ごとの復元値を判断する必要がある｡










































































































































































いる｡ マツノト遺跡と同様､ 超大型の殻が､ 遺跡に持ちこまれている｡
用見崎遺跡では (図20)､ 蓋､ 殻ともに大型に偏った分布をなし､ 大型の
殻の遺跡への持込みが顕著である｡

































































ち､ 早い方からマツノト遺跡 (第１文化層 古層)､ フワガネク遺跡 (第１
次調査区､ 第２次調査区)､ 用見崎遺跡 (３層)､ 安良川遺跡の順である｡ こ
れらを前回と同様､ ３段階にわけて整理した (表２)｡
図22～図25は､ 図18～図21をもとに､ 遺跡で採取された貝殻数ともちこま














ピークがあり､ 正規分布に近いかたちをとる｡ これが､ 人々がヤコウガイを
採取する際の自然なあり方とみていいだろう｡ このことをふまえれば､ フワ
ガネク遺跡 (図23) や用見崎遺跡 (図24) の採取傾向は､ とくに大型貝を意
識したというほどのものではなく､ むしろ一般的な採取状況であったといえ
る｡
これに対し､ マツノト遺跡 (図22) は小型・中型の貝が多いことで､ 安良
川遺跡 (図25) はピークが小型の貝にあることによって､ 一般的な採取状況















































































































マツノト遺跡､ フワガネク遺跡では､ ヤコウガイ貝殻のほかに､ ヤコウガ





の破損が､ 製品加工の結果だとすれば､ 貝殻の破損部分と､ 遺跡出土のヤコ
ウガイ製品の貝殻における部位は対応するはずである｡ ヤコウガイの部位を

























貝匙91点と有孔製品44点が出土している (高梨2005､    141～144)｡ 貝殻に





























化的検討｣ (研究代表者：湯本貴和 平成18～22年) の一環として､ 平成18年８月日８月31日～
９月２日に奄美大島奄美市で実施した考古学調査の結果である｡ 調査は､ 清水恒志 (熊本大学文
学部４年次生)､ 高平愛子 (同前)､ 木下が実施した｡












(３) ヤコウガイを､ 殻口を下にして水平面に置きこの位置における最大径を､ ここでの殻径とし
た｡ したがって通常いわれる貝殻の最大径より若干小さくなっている｡
(４) 琉球列島産の現生貝37個から得たセ計測値と殻径の回帰式の ２ (ピアソンの積率相関係数)





(６) ヤコウガイの蓋はサザエの蓋同様､ 身に密着しているため､ その出土数は食料として消費さ
れた量を反映するとみられる｡ また蓋を素材として珍重する習慣は､ 琉球列島の先史時代に
認められず､ 蓋の移動は考え難いため､ 出土数を遺跡での採取数と判断した｡
(７) 検証は､ 現生ヤコウガイのセ計測値と殻径の関係をもとに､ 殻径のわかっている出土ヤコウ
ガイのセ計測値から殻径を復元し､ 実際の数値との差をみる方法をとった｡
(８) 最も高いＲ２をもつ殻径復元式によっても､ 大きさの分布のピークは､ 計測と１メモリ分
(２㎝) ずれた｡ 木下2006文献の図12 1ならびに図12 2参照｡
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(９) 以前使用した計測値は､ ヤコウガイの産地にばらつきがあり､ 計測方法にも若干の粗密があっ
たので､ 新たに統一的方法で計測した｡
(10) ４遺跡の概要は以下のとおりである｡
(11) 兼久式土器の編年については中山清美氏､ 高梨修氏､ 中村友昭氏による考えが出されている
(中山2005､ 2006 ､ 2006 ､ 高梨2005､ 中村2006)｡






(13) 小型貝の貝殻の移動について､ オカヤドカリとの関係を指摘したことがある｡ ヤコウガイ大
量出土遺跡はすべて海岸に面した砂丘にあり､ 背後に林のあったことが想定できるオカヤド
カリの繁殖地である｡ じっさい遺跡出土のヤコウガイにもオカヤドカリの使用した痕跡をの
こすものがしばしば認められる｡ その痕跡は､ 巻貝の軸唇に特有の痕跡が認められたり､ 殻
軸に砂上を引きずった磨耗痕跡が残っていたりするので､ それと判断できる (黒住耐二氏教
示)｡ 黒住氏によると､ 殻サイズ (殻高または殻径) ６㎝から10㎝までの貝殻は30～40％の
頻度でオカヤドカリ類による利用が認められるという (黒住1987)｡ 前稿 (木下2006) にお
いて､ マツノト遺跡では殻径７㎝以下の貝殻の殻数が､ 対応する蓋数の半分だったので､ オ
カヤドカリが宿貝として遺跡から持ち去ったと理解した｡ これは99個で､ 出土貝全体の9％
にあたる｡ ただフワガネクの小型ヤコウガイについて､ 貝殻にこうした痕跡を認めることは
できなかった｡ また ｢小型ヤコウガイの打上はかなり稀であり､ これだけの数が死後打ちあ
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